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ソヴィエト２０年代の投入産出思想
志下原清
はじめに
ソ連邦の解体と社会主義のIDI域は大きな衝撃であった。衝撃が与えた影弊は
多岐にわたる。政治，経済，社会そして思想一影響を受けなかった分野はな
い。もちろん，その衝撃度は個別の具体的問題にとって異なる。事実上，ある
いは大部分解決済みの問題もあった。例えば，非効率な社会主義経済は修正な
しには資本主義経済に対抗しえない，というのは研究者にとって共通の認識だっ
たが，改革論もろとも社会主義が放棄され資本主義が選択された事実は重い。
ソ連研究者にとって研究対象は朧史的存在になってしまった。歴史研究であ
りながら現実への問い掛けを恋識していたものも，その緊急性を失うことに
なった。
ソヴィエト1920年代の経済学的ｲﾂﾞiji1lの研究は，社会主義経済の土台を成す
計画化理論の解明を目的としていた。より正確にいえば，経済合理`性を有する
計画編成理論は存在しなかった，ことを実証しようという意図を密かに持って
いた。しかし，社会主義の崩壊でこのWlF究の同時代的意義は失われ，経済思想
あるいは着想における歴史的なエピソードだけが残った。そして資本主義と異
なる社会の建設を目指した経済学者達の知的営為は確かに記録に値するエピソー
ドである。
１９２６年にソ連邦中央統計局によって公1ミリされた「1923/24年ソ連邦国民経済
バランス』u)は農業，工業，建設の各繰済部1'１]を横行と縦列の双方に碁盤縞に
配置する「1923/24年ソ連邦国民経済バランス」表（付表１，以下，著作全体
を「1923/24年バランス』，同名表は「1923/24年バランス表」あるいは「総括
バランス表」と略記）を含んでいたことから，役人産出思想の起源が初期ソヴィ
エトにあると主張:鯉された。果たしてこうした主張には根拠があるのだろう
か。そこでネムチーノフ（B､Ｃ・HeMIllIHoB）の議論を吟味しながら，「1923/2４
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年バランス』の検討と分析がなされた。そして工業１４部門に関する碁盤縞表
の存在と経済部門間連関への言及が確認され，リトシェンコ（几H
JIHTomeHKo）の方法論が取引一覧表の作成から碁擁縞の取引行列表を導いた
点，加えて彼が碁盤縞表の構造上の特徴を理解していた点も明らかになった。
しかし，投入産出思想の契機はその全てが萌芽的であった。(3)
本稿では投入産出分析の中核，碁盤縞表形式が当時どのように迎えられ，い
かに展開されたか，あるいは展開されなかったかを検討する。
I、レオンチェフの書評
『1923/24年バランス』に対する当時の反応を探る前に片付けておきたい問
題がある。1925年１２月に発表されたある書評")をめぐる問題である。この書
評はわずか３ページ半の短いものながら，役人産出思想＝ソヴィエト起源説を
裏付ける有力な証拠であるかに恩われてきた。なぜなら，その筆者が若き日の
ワシーリー・レオンチェフ（BacHJIIIIiJIeoHTbeB）であるからだ。書評の対象
は同年３月ポポフ（ⅡI/InonoB）によって公表された，1923/２４年のソ連邦
国民経済バランスについての中央統計局の報告(5)であった（以下，この報告
を単に「中間報告」と表記する)。
確かにこれは興味深いエピソードである。役人産出分析の創始者として広く
知られるこの高名な経済学者が若き日に書評を書き，その書評の対象が後の彼
の経済学的構想の基本的要素を含んでいたとなれば，誰でもそこに何らかの関
連を主張したくなるだろう。例えば，ある研究者は「<投入産出〉バランスの
現代的な数理的方法の開発において，外国の経済学者達（レオンチェフ，その
他）はポポフから少なからぬ構想と体系的方法を汲み取り借用した。にもかか
わらず，彼らは碁盤縞バランスの開発における自分達の偽りの優先権を広く吹
聴してはばからない」と述べ，さらに「レオンチェフは他のアメリカの経済学
者と同様，既に合衆国で公表した著作の中で，経済学研究における数理的方法
に関して，とりわけ国民経済バランスの作成に際して開拓者であったソヴィエ
トの研究者達を十分に評価していない」(6)と批判している。
果たして，レオンチェフは投入産出のアイデアを借用したのだろうか。
回答は書評の検討から得られる。レオンチェフ書評の検討は既に長屋正勝氏
によって，1923/24年バランスと部門連関バランスの継承`性を主張する「数理
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派の学説史的無定見さを暴關するため」に行われている。長屋氏の整理に従う
と，この書評の「論点は三つあり，２３/24年バランスのｒ経済表』としての意
義とその構造・生産物の価値計算に際しての総回転高法の擁護・２３/２４年バラ
ンス作成の為の統計資料の源泉がそれである。主要論点は第二の生産物の価値
評価法に関するものであり，不変資本の価値移転に際し，生産の諸段階で前段
階から移転された生産手段の価値を全て加算して国民総生産物の価値を算定す
べしとしている。これはソヴェト国民経済バランス論史に於ける生産物の価値
計算をめぐる『国民経済法』と『総回lliiii司法』の対立として，今日なお議論さ
れている主要論題であり，２５ｲlH当時早くもレオンチェフが「総回転高法』の
採用を主張していることが注目される程度で，他に目立った特徴はない｣(7)。
この長屋氏の整理は正確である。レオンチェフ書評の主要な議論が総生産物
のIilli値評価法をめぐる点にあるのは間迎いない。ただし，書評の対象との絡み
で補足するならば，レオンチェフは「総回転高法」（MeToⅡBaJIoBoPOoOoPoTa
の訳語であり，通常「総取引高法」と訳出される。本稿では以下この訳語で統
一する）を擁護しただけでなく，これに関連して「1923/24年バランス中間報
告」の欠陥を指摘したのでもあった。つまり，「中間報告」が総取引高法を採
用しているのは誤りであると主張することに彼の議論の力点がある。
レオンチェフは次のように述べる。取引高総額は自由な市場で販売される財
の価値総額となろう。取り|高を孫'1Ｉすることで全生産部門の経済的比重を比較
することが可能になるが，常にIＩＭＩできるわけではない。商品の総額が商品経
済に関してのみ計算されうる以上交換経済に適用の対象が限られる。ところが
ソヴィエト経済は農業が生産物の多くの部分を自己の経営内で消費しているよ
うに，いまだかなりの部分が現物経済として組織されている。にもかかわらず，
総取引高法が適用されているとレオンチェフは批判した(8)。各生産部|ｌＨの総生
産物の総計を計算する際に原ｌｌＩＩがない，ここに彼の議論の帰着点がある。
さて，問題はレオンチェフの『議論の１１]に後の藤業迎関分析を予想させる要素
を見出すことが，できるかどうかである。前述した長屋氏は「数理派の主張す
る，２３/24年バランスの作成原理，導きの糸としての『碁盤縞バランス』を彼
(レオンチェフー引用者）がこの２３/24年バランスの中に見た形跡はなく」，
その理由として「23/２４年バランスそのものが碁盤縞形式を，そのとるに足ら
ない副次的要素としてしか有していなく，全体として見た場合にバランス表の
作成原理，方法論を碁盤縞バランスに求めることが出来ないからである」(，)と
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している。この引用文には若干の混乱がみられる。レオンチェフの書評との関
連で「1923/24年バランス表」に言及するのは手続き｣1問題が残る。つまり，
レオンチェフが書評の対象としたのは，日付から分かるように1926年６月に
刊行された『1923/24年ソ連邦国民経済バランス』本編ではなく，同名の「中
間報告」なのである。レオンチェフがこの「中間報告」の中に碁盤縞バランス
を見た形跡がないのは当然のことで，この「中間報告」にこうした要素は一切
ないのだ。
ポポフの手になるこの「'1]間報告」を見てみよう。これは『経済生活」紙で
２ページ弱を占める長さのもので４種の表とそれらの解説からなる。解説の中
では，バランス作成の課題の一つとして「箙産地から消費地までの生産物の連
動の方向と大きさを量的に秤量する」ことが挙げられていて，こうした規定が
『1923/24年バランス』におけるポポフの序論より鮮明に顕れている点が興味
深いものの，われわれの関心からすると，その他にさほど印象的な記述はない。
提示された４穂の表は，1.1924年１０月１日現在のソ連邦の資本，Ⅱ､生産
と分配，ml923/24年の工業総生産高，１V､1923/24年の国民所得，の各表で
ある。この中で本編の「総括バランス表」に対応するのは，生産と分配の第Ⅱ
表である（付表２)。
一見して奇妙なことに，この表は収入表と支出表が左右に分かれ，しかも両
表の列構成と行構成が一致していない。これでは表の意味が瞬時に理解される
ことはないだろう。収人表の行項に|と支出表の列項目が対応しているので，表
の読み方としてはカギ括弧形に読ませるつもりであろう。つまり，個人消費生
産物を例にとると，まず収入表の第３行を横にたどり，次に支出表の第１列を
下にたどる。この読み方だと，個人消費生産物がどれだけ生産され，在庫と輸
入を含めどれだけの額が投入されたか，そしてそれがどのように消費されたか，
が分かることになる。これは「1923/24年バランス表」の基本的枠組みと同じ
であり，収入表の列項目と支出表の行項目をこのlllii番どおりに並べていくと，
｢1923/２４年バランス表」の列項目の柵成ともほぼ一致することになる。
ポポフが読者を惑わせる，かくも不格好な配置を選んだ理由は，叙述からは
窺いえない。恐らくバランス表作成の初期の段階では工業，農業，建設と各経
済部門ごとにこのような表を作り，「中間報告」ではそれらを単に積み重ねた
だけであろう。そして，出来上がった表の読みづらさを解消しようとして，あ
るいは表を統一しようとして，文１１}表の行項|=|と列項目を組み換えたところ，
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すっきりした表が生まれ，経済３部門に関する碁盤縞表が現れたと考える方が
自然だろう。
いずれにせよ，われわれがここで確認しておきたいのは，この「中間報告」
には碁盤縞表形式がないということである。レオンチェフはまさにこの「生産
と分配」表を主要な表とみなし，書評の冒頭でその項目立てを紹介しているが，
読みづらさや構成に不満を感じた様子はない。彼にとっての不満は既に述べた
総取引高法の採用と，農業内亜部門を技術的観点から分割したことに向けられ
ている。少なくとも，この時点ではレオンチェフが表構成の組み換えを考えて
いたとは思えない。この書評以降に彼が組み換えを思い立ち，その結果碁盤縞
表を発見したと想像するのも面白いが，しかし，そうだとすれば，これは借用
になるのだろうか。
レオンチェフの書評には将来の役人産出分析を予感させる議論はなく，書評
の対象も同様にそれに直接つながる構想と体系的方法を含んではいなかった。
レオンチェフ自身は，自己の経済学的着想の独創性に疑問を投げかけられる原
因となった書評について，後年次のように書き記している，「このあたらしい
子供（役人産出分析のことを指す－引用者）を養子とすることが決められる
や否や，その知的な血統という問題が非常な熱心さをもって追究され，結局の
ところ，この子供は尊敬すべきソヴィエト・ロシアの血統につながるものであ
ることがあきらかにされた。古い経済学の雑誌を熱心に調べさがした結果，そ
の時あらたに作成されたロシアの国民経済バランスに関する，わたしの署名の
ある短い論文が，1925年にこれらの雑誌のあるものに掲載されていることが
わかった（実際のところ，この論文はわたしがまだベルリン大学の学生であっ
たときに書かれ，最初ドイツで発表されたものであり，その後翻訳されて，ロ
シアで発表されたのである)｣(１０》。われわれがここまで見てきたことから判断
すれば，この説明を捉えてジャスニー（NJasny）の言うように，レオンチェ
フがバランス構想の開発におけるロシアの優先権を認めた(川）とするのは無理
であろう。
ちなみに，当時の主要定期刊行物を調べた限りにおいて「1923/２４年バラン
ス中間報告」に対しては，レオンチェフの書評を除いて何らの反応もない。こ
の短い論文が示すのは，１９歳という若さにもかかわらず，「社会的生産物の生
産だけでなく，分配をも数量的にとらえ，そしてある種の『経済表』の形で全
再生産過程の全体図を獲得しようとする」新しい試み(i2）にレオンチェフが多
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大の関心を向けたということと，そのような試みを行う知的雰囲気の中に彼が
いた('3)，ということなのである。
Ⅱグローマンの『1923/24年バランス』批判
表形式としての碁撚縞バランスを含め「1923/24年バランス』はどう迎えら
れたのか。
最初の，そして唯一の本格的な議論はグローマン（B・nTpoMaH）によって
著された('ｲ)。国民経済バランス作成の熱心な提唱者であり，自ら編成の強い意
欲と理論的視座を有しながら，しかるべき統計データの欠如のために作業を中
央統計局へ委ねた('5)だけに，グローマンにとって『1923/２４ｲ1ミパランス」は
期待はずれであったようだ。
彼は「1923/24年バランス表」を取上げ，主語（横行）幟成と，在庫，生産，
輸入の収入項目に始まり消費，輸出，在庫の支出項目に終わる述語（縦列）構
成を紹介した後に次のように述べた，「言うまでもなく，この表式ではケネー
やマルクスとの共通点はほんのわずかしかない。これはむしろ国民経済の取引
一覧表である。この表式の11Jには階級の区分もなければ，資本もエネルギー支
出もなく，国民所得さえない。従ってこの中央統計局の著作は国民経済バラン
スとは別個に資本の計算，エネルギー支出の計算，国民所得の研究を含んでい
る。このように生産，分配，交換，消費といった全基本要素の有機的統一は実
現されないままであった」(鳩)。
「1923/24年バランス表」＝取引一覧表説は「取引一覧表」という表現を否
定的に使った，という意味でグローマンが創始者である。『1923/２４年バラン
ス』の方法論の担当者リトシェンコは始めから国民経済の巾で生み出され，配
分された物的財貨の取引一覧表こそがバランスの重要で主要な部分をなすと認
識していたから('7)，グローマンの批判はリトシェンコの方法論そのものに直接
向けられていたことになる。
しかし，グローマンは厳しい判断を下したにもかかわらず，具体的な数値を
取り出して何が結果として得られたのか，検討を行う。彼はまず「1923/２４年
バランス表」の数値から国民経済全体の純生産高を計算して，再生産過程が拡
大しているのか，縮小しているのか不明であると指摘する('6》。また農村・都市
間のバランスを作成し，これが残高ゼロで均衡していると述べるが，グローマ
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ンはこれがバランス作成の方法自体から生じるのであって，農村による税の文
払いや貯金が表現されておらず，現実を反映していないと考える('9)。
グローマンの方法論に対する不満は，表を櫛成している諸項目に対してもｌＩ１Ｉ
けられる。列項目の内，llij業費用項目が事実上帳尻合わせの数字となっており，
また行項目で設けられた経済部門ごとの生産物の１１]途別分類は不適切だとする。
Illえて「総括表の111には社会的分類の片鱗も児11｛せない」と階級l:の|ｽ分の欠
落を批判した鰹i')。
彼が言及｣したのは「1923/24年バランス表」だけではなかった。資本表（各
部門別資本)，エネルギー・バランス，国民所得等にIXlする表や論文にも１１を
通し紹介している。ここではエネルギー・バランスに触れて，農業生産のli1始
的柵戊に嘆息したりしたものの，自己の見解を付けDIIえることは少なかった。
しかし，グローマンの論文が『1923/24年バランス』について唯一本格的評論
と呼びうるのは，彼の検討が実際に数値を取りlILl芒１分なりに組み換えたこと，
と同時に限られていたとはいえ，しかるべき範囲まで彼の目配りが届いていた
ことによる。
グローマンの最終的評Iilliを見てみよう。もちろん疑いなく最初の試みである
ことを考慮して，中央統;１．局の企ては大変意義深いと繰り返すことを忘れなかっ
たグローマンだが，予想通り最終的評価は厳しい。「１１｣央統計局によって作
成された1923/24年国民経済バランスについての全般的結論はかくの如く要約
せねばならない。すなわち，その構想と結果は非常に興味深いが，総括バラ
ンス編成の最初の試みはデータの質という統計資料上の欠陥だけでなく，原
Bl1的に言って方法論_|この火llliiもないわけではない。国民経済バランスの方法
についての章の叙述宜任を負ったリトシェンコは原！('｣的に国民経済の『収:lMi性
(noxonHocTb)」や「利洲率（npm6blnbHocTb)』のi;|･算を拒否している。とこ
ろが，この作業の指導者ポポフは，われわれが見たように，マルクスの拡大１１７
生産表式を基本的指針として援用する。拡大iI1ﾉＩｉ産表式は生産諸力の発展が('三
じているのか否かを永し，そしてその指標となるのは蓄積の数値と資本の有機
的櫛成の変化の値であるが，’１]央統計局のバランスの中にそれを見出すことは
できない」(２１〕。
このように，取引一覧表説から社会的分顛ないしは階級的区分の欠落と蓄
概項目の欠如まで，「1923/２４年バランス表」の否定的側面の指摘は全てグ
ローマンによってなされている。グローマンの論評の延長線上にその後のi;､}i価
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第１表グローマンによる生産的消費の抜粋.
[Ｘ１ 
[】
（111所）〃“"“ｏｆ・Irm"l7cl'13ｏ〔『;|画経済〕,1926年．第11号．７０ページ。
＊数値は「1923/24年バランス衣」本表から採られておI)，本稿付表】とは－.致しない。
がある(22)。
さて，われわれのテーマにとって股も重要な問題つまり「1923/２４年バラン
ス表」に含まれていた農業，工業，建設に関する碁盤縞バランスに対してグロー
マンはどう反応したか。「総括バランス表」を詳細に吟味した彼が見逃すこと
はなかった。グローマンはこの碁盤縞表を抜き出して提示した（第１表)。
そして「ここではすでに，個々の経済部門が相互依存（KoPPeCnOHneHⅡⅢH）
によって結びつけられており，まさしくどの経済部門において各部門の生産物
が生産的に消費されているか，が示されており」「大変興味深い」と注釈をつ
けた(鋼〕。しかし，それ以上に議論を進めはしなかった。既に述べたようにグロー
マンの検討対象は一応の拡がりを持っていたが，それでも紹介，分析は『1923／
24年バランス』の中で著作と同名の「総括バランス表」に集中していて，工
業１４部門に関する砦盤縞表を見た様子はなく，したがって，その意味あいに
ついても述べることはなかった。リトシェンコは上記のように批判されるだけ
で，彼の生産的消費についての貴重な解説《鋤をグローマンが注意深く検討し
た様子もない。また，グローマンは|剴己の論文を締めくくるにあたって次に作
成されるべきバランス総括表の構成を提案したが，この中にも主語と述語に各
経済部門を配置する碁盤縞表を組み込んでいない。
とにかく，他部門生産物の生産的消費によって生じる各経済部門間の相互依
存関係に気付きながらも，グローマンはこの時点では単に「興味深い」段階に
留まり，「1923/24年バランス表」の画期的要素は充分な注意を払われなかっ
たことを確認しておこう。
僅業 工業 建投 運輸 商業
生産的
|鱒
業業版投腿工出建 3,173.5 467.5 201.6 ０ ５ ４ ● Ｐ。０田１ ４ ’０ ９ ２ ９ ３ ６ ０ ６ １ ３ ８一５□ □ ４５ ４ ９ ３ ２ LＯ 146.2 15.0 5,918.4 3,672.6 312.1 
全部門合計 3,842.6 40988.7 462.0 447.6 162.2 90903.1 
(単位：100万チニルヴォーネツ・ループリ）
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ＥＨ､カーの述べるところでは，『1923/２４〈１２バランス』は労働国防会i識の指
令によって１９２４年l0jIll]までに準iliされる瀞であったにもかかわらず，そ
の光令版の公表が遅延したために，それへの関心は消え失せてしまった(鰯）と
いう。関心がまったく消え失せてしまったわけではないことはグローマンの論
文が,J《しているが，「1923/２４年バランス表」を含めて『1923/２４年バランス」
そのものを対象とした論脇はその後現れず，以後バランス総括表の構成はいか
なるものであるべきか，を巡って議論が展開されていく。あるいは，グローマ
ンの評Iilli-rl923/２４ｲ|:バランス表」は欠陥品である－が決定的とみなさ
れ，それを土台にバランス総括衣の作成法，｝附成喫索の選択へと関心の孟点が
移動したと言えるだろう。
それでは以下，次に作成されるべき国民経済バランスを巡る議論を見てみよ
う。われわれの主饗な'１０心は砦盤縞表形式がどのように扱われたかであり，ＩＲｌ
比経済バランスそのものについての議論は行論の那合上簡単に紹介されるに限
られる。
Ⅲ国民経済バランス特集
1．国民経済バランス特集
’１１央統計局機関誌「銃,;１．１画報」は国民経済バランスに関する問題，特にその
(,,:成の方法が中央統計i5jの活動の''１で１１｣心をI1Tめるとして１９２７年第１号に!；､Ｉ
論)Ⅱと銘うち，バランス特集を組んだ。掲械された論文，提案は４本でベトロー
フ（AneTpoB)，グローマン，ストルミーリン（C･nCTpyMHJILIH)，スミルノー
フ（BCMHpHoB）によるものであった。そのうち，グローマンとストルミー
リンのテーゼはバランス委員会に提出されたものであり，スミルノーフはこの
1illji1fにコメントを加えるという形をとっている。
まず，ストルミーリンの報〈竿刷に関していえば’１頁に満たない短いテー
ゼと４種の表を提出しているだけで，このテーゼにも表にも碁盤縞バランスと
の関連を窺わせるものはない。
バランス特集の''1でおもしろく，また注目しなければならないのはプロイト
マン（ＰＨ,Bpo劇TMaH）とシュープ（｢.Ｂ･ｍｙ6）の参加の下で書かれたグロー
マンの報告テーゼ(27》である。彼はここでも'ﾖ己のバランス総括表の榊成を示
しているが，前年の論文で提示された表と同一ではなく大幅な変更が施されて
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第２表グローマンのバランス表主語（横行）構成
Ｌ社会主義セクター
(1)農業
(2)工業
(3)住宅邪業
(4)運輸
(5)国内商業
(6)外国貿易
(7)国家予算
(8)信用
計
2．因家資本主義セクター
（同｣患，技術的経済分類）
3．私的資本主義セクター
（同上，技術的経済分類）
4．単純商品生産セクター
（同上，技術的経済分類）
5．半自然経済セクター
（同上，技術的経済分頬）
経済分野合計
（１）農業
(2)工業
(3)住宅事業
(4)運輸
(5)国内商業
(6)外国貿易
(7)国家予算
(8)信用
総計
(出jili）Ｂ`℃,'1川,杙c"I",,ｗｃ,"1,Ｋ'１〔統ｉｌ通槻〕，1927年，
第１号50-51ページ‐
）の構成は社会経済ウクラードごとに各経Ｉいる。主語（横行 社会経済ウクラードごとに各経済部門・分野を配
置する項目立てで，前年の表にｵ汗の調整がなされているにすぎない（第２表)。
大幅な変更を被ったのは述語（縦列）の欄戊であり，複雑で分かりづらくなっ
ている（付表４)。年末資本状況の諸項目は年頭資本状況と同じなので省略し
たものの，表'含'体はグローマンの論文に掲救されたそのままの形で抜き出した。
横書きであるために見づらいが，年頭資本状況のＡ・（a)固定資本項目が第１列
となり，年末資本状況のｃ・資本総額項目が最終列になる構成である。
そして，付表４巾で「社会経済形態別，技術経済形態別区分」と指示されて
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いるのは，社会経済ウクラードごとに各経済部''１を配置することを意味してい
る。まさに，この点がグローマン・バランス友の注目すべき特徴である。主語
(横行）だけでなく，述語（縦ﾀﾞﾘ）にも各経済セクターと各経済部門を項目と
して組み込むことによって碁盤縞炎を形成することになった。グローマンはこ
のことを完全に自覚しており，「(jli務に対する債権の超過額（npeBblmeHme
Ⅱe6HTopoBHa1ItpenHTopaMlI）」[i[[1」に触れて，次のように述べている，「主
語を同様の諸グループに分別しているので，かくしてわれわれは社会的経済分
野，技術的経済分野の各分野それぞれが，他の分野とどのように相互に依存し
た勘定を持っているか，を恭盤縞の形で受け取る」(28)と。
したがって，資本連動のいくつかの項目の１１１でも社会経済諸セクターと経済
諸部門を配置するよう示した時，（IIJらの税1ﾘ]もないのだが，そこでも碁盤縞を
形成しようとしたグローマンの趣I叉|は1ﾘ1口である。これは彼が「1923/２４年バ
ランス表」中の農業，工業，連投に|)Uする恭盤縞バランスを単に「大変興味深
い」とした段階から抜け出し，｜:|LAのバランス表の中に積極的に取り込もうと
したことを意味している。換言すれば，グローマンは碁盤縞表形式に有効性を
見出したことになる｡
とはいえ，各社会経済ウクラードllMの，各経済部ｌｊｌｊ間の，そして各ウクラー
ドと各部門間の相互依存関係をⅢ]らかにするために，その有効性を生かす形で
碁盤縞形式がバランス表の中に組み込めたかは，もちろん，疑問である。グロー
マンの碁盤縞表に対する姿勢は新しい玩具を発見した子供を思わせる。付表４
の縦列構成では省略した年末資本状況における債権超過額項目を含め，実に
１０項目にわたって社会経済ウクラード別，経済部門別区分が指示されている。
つまり，到るところにお気に入りの道具をはめ込もうとしたわけだ。しかし，
これは４０×40行の碁盤縞バランスを１０個作ることになり，バランス編成作業
を著しく複雑にするだけでなく，いたずらに長大な総括表を生むことになった
ろう。いくつかの重複も見られる。たとえば，バランス左辺の「年間の物的財
貨の取得」とバランス右辺の「生産手段の引渡し｣，加えて経済部門別区分だ
けだが|可じくバランス右辺の「物的IM1Yの生産的消費｣，これらの項目におけ
る３種の碁盤縞はかなりの部分が壷なり合う。また，左辺の「資金の受入れ」
と右辺の「資金の支出」が含んでいるそれぞれ２個計４個の碁盤縞表に至って
は，「債務者からの受取」が「債権者への支出」と，「債権者からの受取」も
｢債務者への支出」と縦横逆転しただけの実画的に同一の碁盤縞表である。
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さらに不可解な点としては，やはりバランス左辺・バランス右辺という項目
設定の仕方そのものが挙げられる。グローマンはマルクスを下敷きに，年間の
資本運動は連続的に姿態転換する三種の形態一貨幣資本，商品資本，生産資
本一で提示されるとする。国民経済過程をある時間で切り取る際には，この
資本連動を資本の三形態で始め，かつ終えなければならない。「国民経済にお
いては次の過程が同時に起こっている，すなわち，経済のある所では物的財
貨の取得と，貨幣の支出か債務の増加。したがって他方では物的財貨の引渡し
と，資金の増加あるいは債権の増加が生じ，ちょうどその時物的財貨の消費過
程が進み，剰余lilli値あるいは剰余生産物の創造の形でｌｉ１ｌｉ値の増殖が行われてい
る」(29)とグローマンは続ける。大雑把な言い方をすれば，三形態の資本を所
有者の転換に見合う形で，出し手と受け手の両極に分けて捉えようというのが
グローマンの基本的考え方であろう。
こうした項目設定に「読者を迷わせるものだ」と皮肉ぽ<批判したのがスミ
ルノーフである。すなわち，「あらゆるまともなバランスで想定されているよ
うに，右辺と左辺の全項目を総計するのか，それとも右辺，左辺のそれぞれ対
応する項目（つまり，左辺のＣと右辺のＡ，左辺のＢと右辺のＣ，そして左辺
のＡと右辺のＢ－グローマンは記号をそろえればよいものを－）を合計す
るのか，読者に占いをさせる｣。前者が不合理である以上，これは一つの表で
はなく，(1)生産・消費バランス，(2)販売・購入バランス，(3)支払いバランスの
三表であるとスミルノーフは整理してみせた。さらに，スミルノーフは後二者
は課題が不明瞭で統計作業上役に立ちそうにもないと疑問を投げかけたものの，
生産・消費バランスは疑いなく重要であるとして次のように評価した。「まさ
にこの表では理論的に言って，一方では生産の総額を独立して計算でき，他方
ではこの生産の生産物の全消費を（生産的な消費も，より正確に言えば，その
生産物が生産資本として翌年の生産に再び入るような消費も，また商品流通領
域から生産物が抜け出ることである個人消費も）計算できる。もしこうした計
算に実際成功するなら，次年度の再生産過程を多少ともあらかじめ決めるよう
な社会的生産物の分配図を，確かにわれわれは受け取るであろう」釦)。
しかし，スミルノーフの整理と評価はここまでで，しかもグローマンが組み
込んだ碁盤縞バランスを了解した上での評(illiと見なすことはできない。彼は信
用システムを経済部門として取り扱うことに異議を唱えて経済部門区分に触れ
たものの，横行縦列の双方に社会経済ウクラードと経済部門を配置する表形式
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そのものに注意を向けてはいない。したがって，この衣形式の持つ意義に笥及
したり，展開することもなかった。スミルノーフの解説が興味深いのは，グロー
マンの混乱をわれわれにノバしてくれるだけでなく，混乱を控理する樫対象に接
近しているにもかかわらず，１０箇所にわたってなされたグローマンの指永の
恵味を捉えなかった点にもある。これは碁盤縞バランスが当時どのように迎え
られたかを示す－つの例となるだろう。
グローマンの混乱は一枚の表にあまりに多くのﾘﾄﾞ柄を礎り込もうとしたこと
にある。ちなみに右辺と左辺への分割も，スミルノーフの言う「再生産過礎を
多少ともあらかじめ決める社会的生産物の分配図」となる筈の生産・消費バラ
ンスを取り出してみると，「1923/２４年バランス表」における左半分の役人
と，右半分の消費という)ＩＭＭＸ的枠組みを踏襲し，別の形で表現しているもので
あることが分かる。そして，この基本的枠組みを他の二表にも拡大しようとし
たのである｡生産・消ilfバランスだけを残してグローマン表を眺めてみると，
「1923/24年バランス表」との主要な相違点は藷IYi項'二1が入ったこと（代わり
に輸出項目と輸入項'三|が抜けた)，年頭及び｛｢米の資本状況が付け加えられた
こと，そして主語（横行）でいわゆる階級的区分が施された（但し農業，Ｉ:業
各部門内部の産業区分が省略された）ことになる。
ここで，この時点におけるグローマンの碁雛縞バランスに対する態度を小柄
しよう。まず確認すべきは，確かに彼が碁盤縞表形式を自己のバランス表に組
み入れたことである。これはただ「興味深い」とした前年の認識からの大きな
飛躍だった。しかし，この飛躍は限定的で暖昧な認識に基づいていた。つまり，
グローマンは碁盤縞表に有効性を見什Ｉしたのであるが，その有効性認識は恭雛
統表の持つ相互依存関係の解明機能だけに向けられている。グローマンはこの
利点に目を奪われ，碁盤縞表の榊造上の特質や，その導入によって生じうる総
括バランス表の構成自体の変化を突きつめて考えなかった。このことを端的に
示すのが重複した碁盤縞の挿入である。バランス右辺・左辺への分割という不
桁好な構成，さらにグローマンによる碁盤縞表形式への言及が上に引用された
信用取引に関する－か所だけであり，肝心の生産物の生産的消費については(iり
らの説明もない，といったことも彼の暖昧な認識を表現している。いわば，グ
ローマンはまだよく磨きこまれていない道具をむやみやたらに使おうとしたと
言えるかもしれない。
リトシェンコは碁盤縞表形式の構造的特徴を理解し，国民所得表との接合の
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一歩手前まで進んだが(3')，経済部門間の相互依存関係に論及しなかった。それ
に対してグローマンは相互依存関係の解明に目を向け，表形式の特質には注
意を払わなかった。この点でグローマンがリトシェンコの解説を熟読しな
かったのは残念である。にもかかわらず，「国民経済バランスの理論はいまだ
ない」(鍵)という段階で碁盤縞表形式に注目し，有効性を認め，自己のバラン
ス表の中に組み込もうとしたグローマンの試みは記憶に留められてしかるべき
である。
最後にペトローフの議論を簡則iに紹介しよう。彼は７種の表を提示したが，
われわれの関心の対象である碁盤縞バランスを積極的に導入しようとする試み
は，これらのいずれにも見'とl｛せない。そして彼の論文の中にそれを示唆する記
述も見当たらない。
ペトローフの議論の特徴の一つは，経済動態を１種類のバランス表でもれな
く明らかにするのには無理があり，複数の首尾一貫したバランス表が必要であ
ると主張した点にある(33)。そして，この表体系の冒頭に位置するのが商品総取
引表，いわゆる取引一覧表である。ペトローフはこの取引一覧表を「1923/２４
年バランス表」と類似したものであると述べ，さらに，ここでは現物形態での
商品の連動が対象となるのであって，商品が生産・流通の各段階で各種の社会
経済形態を通過する以上，個々の商品を社会主義セクター，資本主義セクター
等々の各経済セクターへと帰属させることは不可能だと論じた(34)。
「1923/24年バランス表」自体に対しては，バランスの作成者がマルクスの
再生産法則の応用を怠ったと非難したペトローフであったが")，取引一覧表の
意義そのものは認めたことになる。しかも，グローマンが強く批判した階級的
区分の欠落をむしろ当然と見なし，リトシェンコの主張(36)を全面的に認める
形で擁護したのである。事実彼の提示した表はその機成において「1923/２４年
バランス表」とほぼ同じである。階級的区分，つまり社会経済形態別表示は他
の譜表で施すというのがペトローフの立場であった。
この『統計通報』誌のバランス特集を概観するならば，国民経済バランスの
方法論と構成に関してまだまったく模索の段階であり，多様な議論が展開され
ていたことを確認しておきたい。しかし同時に「1923/24年バランス表」が，
グローマンやペトローフに見るように，基本的枠組みとアイデアを提供してお
り，共通の財産になっていた側面も見逃してはならないだろう。
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2．ゼイリンゲルーグフマン報告
バランス特集から－ｲ|ﾐ余り後にゼイリンゲル（B・I'L3ejlnHHrep)，グフマン
(ＥＡ､ryxMaH）の論文が発表された(37》。この論文は編集部によってまたも
｢討論用」と注記されてはいるが，同時に中央統計局国民経済バランス・ビュー
ローが立案した原理上のテーゼとバランス諸表であると記されているので，議
論の一応の収束点であったといえるだろう。さらに同ビューローは，ストルミ
リン，グローマン及びクビートキン（0.AlCBHTKHH）の三本の報告を検討し
た国民経済バランス委員会一議長トラフテンベルク（H・ATpaxTeH6epT）
－の作業も利用したと表明しており，おそらく次のような同委員会の原Ⅱﾘｰﾋ
の決議をも踏襲したと思われる，「国民経済バランス表は，生産，分配，交換，
消費，そして蓄積といった経済生活の全ての基本的契機をその相互制約性の下
で包括的に把握する，互いに関連した表体系からなるべきである」(33)。ペトロ
フの言うように，一枚の表ではなく複数の表で国民経済全体を捉える，との認
識が共通のものとなったと言.ってよい。
ゼイリンゲルニグフマンの場合この表体系を構成するのは，以下の譜表である。
Ａ、生産力バランス，１）エネルギー・バランス表，２)労働バランス表
Ｂ、経済取引バランス，’）社会的生崖物取引表，１a)販売バランス(商品バランス)表
２)企業・経済組織の資産取引表
「社会的生産物取引表」は，さらに流通過程での価格_|上昇を考慮した価値表
現と，流通費用を度外視し述語構成を簡略化した現物表現の二様で与えられる
との注記があるが，これは独立した表を作るのではなく，経済的に重要な生産
物は現物単位をも記入すると理解される(鰭)。したがって上記５表で国民経済バ
ランス体系を形作るわけだが，叙述にはかなり濃淡がある。このゼイリンゲルー
グフマン報告では，生産力バランスの２表はその内容，表項目共にまったく触
れられることなく，経済取引バランスの３表が提示されているにすぎない。
問題の碁盤縞表形式はかなりいびつな形で「社会的生産物取引表」の中に残っ
ている。いびつな形を説明するためにこの表の主語・述語項目を簡単に紹介し
よう(“)。
「社会的生産物取引表」の研究対象は具体的生産物であり，ゆえに主語（横
行）には各隼産部門の生産物が配置される。省略した建設業生産物の各内訳と
は建築物と施設で，特に固定生産手段はそれぞれ農業，工業，運輸，商業ある
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ゼイリンゲルニグフマンの社会的生産物取引表主語（横行）構成
Ａ、農業生産物〔1．農業植物栽培，２．畜産，３．林業，４．１MH案・狩猟〕
Ｂ・採取工業生産物〔5．鉱物採取と一次精錬，６．燃料，７．鉱石採掘，８．採塩，９．自然エネル
ギーの利用と給水，１０.鉱水と治療用泥土＞
Ｃ・腿業原料加工工業生産物〔11．木材，12．ゴム，13.食料品，14．皮革，１５．動物性硬質材料､
１６．綿繰り，１７．編紡細，１８．毛織物，１９．絹糸繰り，２０.綱製品，２１．亜麻，２２．麻および
他の混成繊維，２３．衣服，２４．製紙〕
Ｄ、工業原料加工工業生産物〔25．鉱物加工，２６.冶金・金属加工，２７．機械製作，２８．石油精製〕
Ｅ・農工原料加工工業生産物（29．化学，３０．印刷・出版，３１．科学・芸術〕
計（Ｂ－Ｅ）
Ｆ、建設業生産物〔a・固定生産手段，ｂ・消費手段Ⅲｃ防衛手段（各内訳一省略）小計〕
総計（Ａ－Ｆ）
社会的生産物取引表述語（縦列）構成の大項目と消費項目の抜粋
可ＦＺＩ･全
。Ｉｒセルヱユ
フコイ文＋控！ミヨ
Ⅲ．轍Ｈ」
垂８Ｗ筒賀ｌ内iiK-省略
いはその他別に細分されている。産業別に分類された３１生産部門の内部でも
同様にａ）固定生産手段要素，ｂ）流動生産手段，ｃ）消費手段，ｄ）防衛手段
の用途別生産物分類を施す，と付記されている(４１)。
述語（縦列）項目は大項目とその内の消費項目だけを抜き出したものだが，
全体としてここでも「23/24年バランス表」の基本的枠組みが残っているのが
見てとれる。大きな相違点は，年頭及び年末の国富（HapoｪIHoe60raTcTBo）
と両者の差額を表すと思われる年間物的蓄積が加わったことである。ここで国
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};iとは生産者，流迦，illjIHhlf（生産的消費者を含む）の下にある生産物在)Iliiを
指す。
Ｅ；r想されるように燕縦縞が形成されているのは生産的消費の項目である。た
だしこの項目内のili分頬は，抜粋が示すように蝋に腿業，’二業，建設業，迎輸，
商業であり，主語構成のような細かな産業分類になっていない。加えてこれら
のIlK分類にはそれぞれ例の社会経済形態，つまり'亘R1家セクター，私的資本1司義
セクター，単純商品セクター等々の区分を設けると指示されている。また'ﾐ譜
の柵成には農業生産物累計１Ｍもない。したがって-11譜・述語項目は対応ULI係に
はなく，工業と建役業についてのみ，注意深く見ないと分からないほど，いび
つな碁盤縞を形作っているにすぎない。おそらく「23/24年バランス表」の枠
組みを継承したために恭盤縞が形成されただけなのだろう。論文中にもこの(ｋ
産的消費項目について議論が腰開されているわけではなく，むしろまったく言
及がないといったほうが正碓である。
ゼイリンゲルニグフマンにとって重要だったのは「社会的生産物表」ではな
く，「企業・経済組織の資産取引表」であった。郡実叙述のかなりの部分がこ
の表の説明のためにさかれている。「資産取り|表」の1三語には生産企業，不ﾉｋ
産企業だけでなく消費背経済，国民所得再分配機１列等々の経済組織が配列され，
これらの経済単位の生産資本や商品在庫，さらに加えて現金貨幣が他の経済1{
体とどのような関係を持ち，期間内に増減したかを示す。述語項目には生産的
消費の項目が入っているものの，その内訳は１）固定資本の損耗，２）他の物
的生産支出であり，各産業部門を配置する意図はなく恭盤縞は形成されなかっ
た。本稿の中心課題は碁雛縞表形式であり，「資箙取り|友」のより詳細なlWj成
の紹介と分析はしかるべき論者に譲る《４２)。
われわれの関心からゼイリンゲルニグフマン報告についてまとめるならば，
恭盤縞表形式はそれにふさわしい注|=1をあびることなく，意義を展開されるこ
となく忘れられつつあった。グローマンの論文と比較すれば，これはIﾘ]らかに
後退であった。
Ⅳ、バレンゴリツ論文－再び碁盤縞表
今まで見てきた国民経済バランス作成を巡る議論，とは離れたところからバ
レンゴリツ（Ⅱ､BapeHroj1bu）の論文細)が現れる。この論文は１２工業部'111に
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ついての碁盤縞バランスを含んでいる（付表３)。
またも編集部が付けた注によれば，この論文は最高国民経済会議の工業経済
評議会が主導して数年前に行われ，データ上の制約のため当初予定されたほど
の規模では遂行されなかった作業の成果であるという。決算報告の遅れで利用
できた最新の資料が1924/25年度のものであったこと，またそれ以前の年に関
してはチェルヴォーネツとソヴズナークの二種の貨幣が機能しており，それだ
けでデータの信頼性が十分でないこと，さらに間接資料の利用や近似的計算も
行われたが，にもかかわらず，得られた数値の相互関係は極めて示唆的で，経
済目的設定のためにも利用できると付記している(鍵)。
ここでは，まずこの作業の開始時期が興味深い。額面どおり受け取るならばｌ
中央統計局の『1923/24年バランス』作成と時期的に重なっていた可能性が高
い。このことは経済部門間の連関を探ろうとする着想が同時多発的に－といっ
ても今のところ二つだけであるが－暖昧ながらも碁盤縞表形式という一つの
共通の方向に向かっていたことを示す。
さて，バレンゴリツ論文が注目に値するのは碁盤縞表を含んでいただけでな
く，次のような彼の議論にもある。
生産の規模に対して消費の規模は，現物で見ると一定の大きさであり，価
値表現において消費額が変化したとしても，それは価格変動によって規定さ
れているにすぎない。それゆえ生産の分野で技術上の「革命」が起こらない
場合，いわゆる「総取引高」に対する工業内取引高の係数は現物表示で，ま
た価格変動にしかるべき修正を加えれば価値表現でも，消費の総額と工業内
取引高を算定したり，さらに個々の工業部門間の具体的相互連関を明らかに
するための，完全に安定的な動態指数を与えてくれるのである。
この命題は工業内取引についての問題を検討する際，われわれにとって主
要な基準として役立つ筈であり，実際工業内消費についてのデータの作成に
おいてわれわれも正にこの命題に従ったu5)。
確かに，パレンゴリツのこうした主張は期待を抱かせるものである。総取引
高に対する工業内取引高の係数が安定的な動態指数となり，これが工業各部門
間の具体的相互連関を明らかにすると議論する以上，この動態指数は投入係数
と同一のものと見なされ，投入係数表の作成へ進むと期待されるだろう。
だが，しかしバレンゴリツ自身は役人係数という着想を断固として拒否した。
彼は「ある部門の総産出高の発展テンポとこの部門における他部門生産物消費
Hosei University Repository
1４７ 
の増加率とを比較し，そこに完全なる比例’'2kを求めるのは正しくない，ともう
一度強調するのが妥当であろう」と述べた“)。例えば，石鹸製造業における動
物性獣脂から植物性油脂への原料転換は，植物性油脂が一次加工を経たもので
ある以上，農業生産物消費を減少させ，それに応じて工業生産物消費を増大さ
せるが，この増加率は総産出高の増加率と一致しない。したがって「工業内消
費の分析を行う際には，あれやこれやの生産に生じた個々の全ての変化を考慮
しなければならない」"7)とバレンゴリツは論じた。
かくしてわれわれの期待は裏切られた。バレンゴリツは投入係数表一もち
ろん，こうした用語を使ったわけではない－の作成という，取引行列表に続
く次の一歩を進むことなく足踏みしてしまった。彼は事実上投入係数を定式化
したにもかかわらず，役人係数の計算には否定的態度をとった。この矛盾をど
う理解するか。
バレンゴリツの記述を追ってみよう。彼は言う，全体としてセンサスエ業では
絶対量だけでなく，相対的に総産出高に対しても工業内生産手段消費の一
貫した上昇がみられる。例外は1923/24年の燃料工業と繊維工業で，両者で
は共に生産的消費の比率が低下した。その理[|]だが，燃料工業に関しては石炭
業での過剰生産,石油産業での輪l｣二}の増加と灯１１１１を含む蒸留製品の比率低下,当
該工業内での燃料効率の顕著な上昇が挙げられる。他方繊維工業では，品質と
,ｌｉｉＩ１目構成の改善のため，染料のような他部門生産物と比べた繊維原料消費の比
菰低下が起こった。こ[業内生産手段消費の対総産llji高比率は動揺しているよう
に見えるが，両部門を除くと次のようなよりすっきりとした状況を確認できる｡(化）
ここで，バレンゴリツは「紙幅の都合でセンサス工業における生産的消費と，
これに基づいて存在する個々の工業部門間の相互述関をより詳細に分析できな
い。したがって，推移を示す数値列が予期されるようになめらかでなく，上下
に激しく飛躍する場合に関して若干コメントするに留めよう」(;,)と述べ，こ
の後に既に引用した，個別部門投入係数の計算を否定する文章が続くのである。
総産出高に対する比率
センサスエ業内工業製
生産乎段消TＩＩ
２８．７ 
２６．５ 
３２．２ 
同じく，
除
燃料・繊維工業を
< 
16.3 
１８．８ 
２５．３ 
1922/23年
1923/24年
1924/25年
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バレンゴリツにとって投入係数は二[業全体の一般的傾向を明らかにすると共
に，この傾向からはずれる部門を探し出す，つまり特殊個別的分析対象を指し
示す道具であったと解釈できよう。光全に安定した動態指数についての「命題
は工業内取引についての問題を検討する際，われわれにとって主要な基準とし
て役立つ」のであり，「あれやこれやの生産に生じた個々の全ての変化を考慮
しなければならない」という彼の記述と一致する。彼にとっては役人係数の変
動と偏差こそが関心の的であったことになる。この意味でiEに「動態」指数で
あった。
とはいえ，逆にバレンゴリツに役人係数表作成の意図があったと推測するこ
とも可能である。生産・消費間の定数関係を語り，生産的消費を媒介にした工
業部門間の連関に触れた彼が，動態指数の「予期されるなめらかさ」でなく飛
躍に注'二'し，比例性を求めることが妥当でないと「もう一度強調する」時，理
論的想定と実態との乖離に驚き，方向転換を余儀なくされた，とまどいが感じ
られる。部門間の連関を明らかにする安定的動態指数には前提があった。生産
において技術的革命がないことである。この指数が安定的でない以上，生庫卜
の変化に目を向けざるをえない。
大戦，革命そして内戦を経て破壊され疲弊しきったソ連経済は，ようやく息
継ぎの期間を得たばかりであった。各I:業部門間の相互連関の分析を許さなかっ
たのは紙幅の都合ではなく，当'1寺復興途上にあった工業部門における投入係数
の不安定性であり，複雑すぎる現実が投入係数表作成を放棄させたのではある
まいか。
むすび
革命から１０年前後，ネップ（新経済政策）の成功で農業，工業ともに戦前
水準の生産を回復し，ようやく経済の社会主義的改造，とりわけ工業化に着手
しようとしていた時，目標の実現を１J能にするのは計画化であると思われてい
た。しかし，計画作成のしかるべき道具はあったのか。『1923/24年バランス』
に現れた投入産出分析の契機を巡る議論の検討はこの問いに答えるものである。
碁盤縞表形式は議論の111心にはならなかった。この点ではグローマンの
｢1923/24年バランス』批判が決定的な役割を果たした。彼自身は碁盤縞表形
式に気付き鈩後に|を|己のバランス表に組み込むまでに到ったのだが，表形式の
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意義を充分に認識せず粗雑に扱ったために，彼に続く試みを引き出すことはな
かった。国民経済バランス作成の方法論に関する論争の中で碁盤縞表は注目さ
れることなく，忘れられていく。但し「1923/24年バランス表」の枠組みは維
持されていたので，ゼイリンゲルニグフマンの表でもまたペトローフの表にも
碁盤縞は残ったのである。他方事実上役人係数を定式化したバレンゴリツの名
は記憶されてよい。投入係数表の一歩手前まで行きながら，役人係数そのもの
の不安定性が役人係数表の作成を断念させ，さらなる理論の展開を妨げた残念
な作業であった。
碁盤縞表形式，部門間連関論，役人係数概念，確かに役人産出思想の契機は
ソヴィエト２０年代に萌芽的に存在していた。だが第一次五カ年計画の直前で
もそれらは萌芽のままであった。
（注》
（１）nomoB,、Ｈ､編，Ｂａ“Ⅳｃ〃apo｡"o2oxo3月dicmBaCom3aCCP．】鬼3-2ィ
PCOα,モスクワ，UeHTpaJIbIIoecTaTBBcTHwecKocympaB兀eHHe,1926年。
（２）HeMⅥⅢHCB.Ｂ､Ｃ,"ＨｃⅢonb30BaMeMaTeMaTmwecxIIxMeTo且oBBaKoHoMBIwe‐
cKoiipa60Te，，〔経済学の研究における数学的方法の利用〕，Ｂ､Ｃ・HeMmlmHoB編．
ノ7Pl4hMe"e肘UJeJWJmeJMmm([（ＢａｋｏＮＯ脚WeCKI4JmC“eDoB`ＷＪ"x，モスクワ，１９５９
年，９ページ（岡稔訳「マルクス経済学の数学的方法（上)」青木書店，1960年.
２１ページ)。
（３）拙稿「発展途上段階のソヴィエト２０年代における計画化思想一｢1923／24年
ソ連邦国民経済バランス」の研究一｣(｢アジア経済」第28巻第５号,1987年５月)。
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経済バランス（簡略表)。
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(単位：100万チェルヴォ ネッツ・ループリ）
支 出
囎胤：厩材料燃料生塵川具閲↑ 戦'；分配比率
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7.707.9４４３．８863.8９．０１５．５６７.Ｚ３９．８ 
２１３７Ｍ6.0８８．０４４７．７３．４２．０ 
９０．８４．７９．５１０５．００．８０．５ 
304.5１５０．７９７．５５５２７４．２２．５ 
3,960.2３９６０．２Ｚ9.517.5 
6.646.0664ａＯ49.6294 
10,606.2ｌ０ＢＯａ２７９．１４６．９ 
171.9８６．４42.0175.4４７５勺７３．６２．１
８２．９439,3４．３０．１５２６．６ａ９２３ 
408.1７９１．４２０８．５４５．０１，４５３０１０．８6.4 11.269.19329.5849.31,181s22β29.71638100 
11.065.090329.5Ｂd１９．３１．１８１．８２２４２５．６1６７２ 
支出頃目
1．生産のため，上業
腿業
建設
計
2．分配のため，迎輸
商業
計
3．個人消質非農業住jj＆
農業住民
計
集団的消費
輪出
流通内在匝
灘(鰄蕊?）
1．生産のため，Ｌ業
農業
建設
計
2．分配のため，運輸
商業
読
3．個人消費非農業住民
農業住民
針
巣団的消費
輪出
流通内在廊
繍(鰄識）
Ｌ生産のため，ＳＬ業
農業
建設
計
2．分配のため，運輸
商業
計
3．個人消費非農業住民
農業住民
計
巣嗣的消賢
輸出
流通内在庫
総計（物品税を含む）
総計（物品税を除く〉
楡運
iiIlijiiiij1,ｉ 
職願人綱鷺繊鵬
蝿鑪認
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付表３バレンゴリツの基盤縞表
消費部門 芋匡： 訳冶金4 
1769.4 
20494.3 
6,791.8 
520834.6 
78,175.4 
1422455 
210637.6 
22,965.3 
460353.5 
31,197.0 
55.210.1 
95,892.0 
８９．８ 
2,135.4 
50710.9 
10,327.6 
35,6481 
59,572.3 
3,051.8 
100283.6 
17,025.5 
696.4 
all9.9 
60027.5 
辨瓠｜ｌ｜”廻艸》“》》州》蝿岬瞬翻継納趣輌嘩癖繩鎚緬懸癖皿皿四騨岬卿岬》椰獅迦辨
総産出高
生産グループ
Ａ 
ij 
lLljlll 
＿’ 1922/23 
1923/24 
1924/25 
1922/23 
1923/24 
1924/25 
1922/23 
1923/24 
1924/25 
1922/23 
1923/24 
1924/25 
1922/23 
1923/24 
1924/25 
1922/23 
1923/24 
1924/25 
1922/23 
1923/24 
1924/25 
1922/23 
1923/24 
1924/25 
1922/23 
1923/24 
1924/25 
1922/23 
1923/24 
1924/25 
1922/23 
1923/24 
1924/25 
1922/23 
1923/24 
1924/2５ 
Ｌ鉱物採取と加工 1,769.4 
2,584.6 
7,110.5 
217,702.1 
212,334.9 
254,692.5 
186,399.8 
156,646.9 
155.387.4 
31,302.3 
55,688.0 
99,305.1 
８９．８ 
3,039.7 
210076.5 
312461 
580531.7 
1190885.7 
60024.3 
130390.7 
240538.3 
1,964.9 
30660.3 
7,272.3 
９０．３ 
318.7 
164,867.5 
134,159.5 
112,447.0 
164,762.2 
133,681.6 
109,033.9 
105.3 
477.9 
30413.1 
Ⅱ、鉱 業
:|隙 科金
、金属加工業
（機械製作を含む） 904.3 15,365.6 
20,918.5 
22,865.6 
60,313.4 
２，９７２５ 
Ⅲa・全金属工業
（冶金を含む）
Ⅳ、木材加工業
柵’
1,268.51 
L澱;’
I化学工業
Ⅵ、食品工業
Ⅶ、皮革工業 １０８３ 
1,073.2 
31.0 
２８．８ 
706.5 
2,123.8 
5,417.1 
11,002.5 
］0８３ 
１，０７３２ 
３１０ 
２８８ 
７０６５ 
１，８８９７ 
5,21ａ2 
10,6567 
Ⅷ、織維工業
Ⅸ,その他の工業 234.1 
203.9 
３４５８ 
58,676.】
96,412.5 
178,147.0 
１．７２ 
２，１４ 
２．７０ 
1922/23 
1923/24 
1924/25 
1922/23 
1923/24 
1924/2５ 
3,415.274.5 
40496,8617 
6,602,833.3 
100.0 
100.0 
100.0 
計 1107031 
20,649.8 
29,931.3 
０．３４ 
Ｕ４５ 
ｑ４５ 
299,705.3 
240,564.4 
327,472.3 
６．７３ 
５．３５ 
４．９６ 
171,0292 
144,15Ｌ9 
149,325,3 
５．０１ 
３２１ 
２．２６ 
比率
(出所）ｍＭ"“oどroa劇'i`･'"“〔ﾖlIilj経済〕、1928年．第７牙．346-347ページ二【拙訳「エム・バレンゴリ
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(〔1,000〕チェルヴォーネッツ・ルーブリ）
|…蕊
匡
｜“Ｔ 
Ｉ
Ｉ
 
nＣ M:;｜｝91雛、Ｕび.ざ」
ｑＯＯｆ J､９１２８ 
B4B 9８４．７１１０（ 
I)9-603.011866［ 司山
ｌ(Ｉ ＤＯｏＣ 
２９１ 鰯｜｜:鑑｡’Ｕ－ＯＣ 
5．６１1.906.9 59.01９６．４FIR 蝋il蝋
淵:１１１，淵!｜：： 48.0 30.8 
967 円 ｺイ
;:;，｝W柵｜灘：
蓮｜鱗 8．８１１４９７０８ 
鯏蝋！鵠:｜Ⅲ:,Ⅱ
可４－山 ＦＬ
 
90.81205.949, 
３１３９１１１！ 蝋｜蝋【】【‐』 ３４７．６１２００８ 
灘｜鱗 鵜|蝋｜蝋|護鍵｜鵜|篝
9.6 
16 鱒|,潔【］
ツゾ迎邦における工業市場容最｜「法政大学大学院紀要’第17号．1986年１０月．120-121ページ)。
全金属工業 木材加工業 化学工業 食品工業 皮紘工業 繊維工業 その他の工業 全工業
５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 
92,837.0 
144.353.8 
240.338.7 
２ 
3.21 
3.60 
150ｆ348.8 
240,254.5 
117,394.2 
4.40 
5.34 
1.78 
40770.4 
100599.5 
180344.9 
0.14 
0.24 
0.28 
47,641.5 
62,385.8 
126,084.0 
1.39 
1.39 
1.91 
58,906.0 
95,818.6 
246,643.1 
1.71 
2.11 
3.74 
10,677.1 
23,110.5 
43,116.1 
0.31 
0.51 
0.65 
379,839.5 
421,585.6 
794,753.2 
11.12 
9.38 
12.04 
147,547.5 
17Ｌ578｣ 
256,491.4 
4.32 
3.82 
3.88 
9830627.4 
1,190,046.3 
2,0830175.0 
28.80 
26.46 
3155 
JllIilhJﾂJＩｌｍ 
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一マンのバランス表述語（縦列）構成付表４グロ
１．年頭資本状況
A、物的部分
ａ）同定資本
ｂ）流動資本
ｃ）資本合計
B･貨幣部分
ａ）現金
内，外貨
ｂ）各社会縫済形態別．各技術経済形態:１１の悩務に対する偵権の超過額
C・資本総額
１１．年lIilの資本運動
バランス左辺バランス右辺
A、年間の物的財貨の取得八．消費（社会経済形態別，技術経済形態別Ⅸ分）ａ）社会経済形態別，技術経済形態別物的財貨の生産的消費
脚氏所《）
上記部門就業者の個人消費
ａ）労働者
：)割務員
剛氏所得の残りの部分
失業者の個人消費
ａ）労働者
ｂ）勤務員
ｃ）計
公共ﾘｲ業就業者の個人消費
ａ）労働者
ｂ）勤務貝
ｃ）計
釛労者の全個人消費
ａ）労働者
ｂ）勤務貝
ｃ）３１・
残余（剰余）
蓄機
ａ）同疋資本
ｂ）流動資本
ｃ）計
行政上の消費
ａ）軍隊
Ｐ)#蝉委貝紙行政機闘と社会組繊
個人消費
ａ）商品生産者
(1)農民｜;盾磯とｸｽﾀｰﾘ
ｂ）ブルジョワジー（商業企業所有者）
ｃ）寄生分子
B・資金の受け入れＢ・引き渡しａ）現金ａ）生産手段ｂ)儒用噸引ｂ)i11蝋諦形態技術経済形態区分）内，外貨
住民’'１轆醗鰯技術経済形態腐分） 鵬Ｗ(2)憤梅者からの受収（社会経済形態，技術経済形態区分）(3)汁(3)信用取引合計ｃ）引き波し総iil.Ｃ，物的財貨の生産Ｃ・資金の支出ａ）総生産高ａ）現金内,消費対象の生産手段内，外貨ｂ）大修理ｂ）信用取引．)物的財貨の生醗総計ｕ'蝿鰄灘技術繰満形態区分）
(2)償柵者への支出
（社会経済形態，技術締済形態区分）
(3)信用取引合ill・
（社会経済形態，技術経済形態区分）
、年末資本状況
〔省略：年頭資本状況と同一項目）
(出所）βどc"I"[ＩＫＣ')ｗｌｌｌにｌＤｗＫｌＪ〔銃ijl・通報11927年．第１号．53-55ページ。
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